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山敷はゴミ有料化には反対しました。しかし決まってしまったので、せめてゴミのシールについて

「是非とも来年度も使えるようにしてほしい」と要望してきましたが、残念ながら皆様のお手元に

現在配布されている緑色のシールは 3 月までしか使えない、という方針の変更はしないようです。

（シール制を導入している富田林市・河内長野市などはシールの有効期限は 2年間です。） 

 

市の試算では、緑色のシールは１３６万枚が各家庭で使い切られずに余る見込みだそうです。 

シートにしたら 9万 667シート。勿体ないことです。 

 

家庭で余ったシールは燃えるゴミになります。ゴミ減量のための有料化といいながら大きな矛盾で

す。当初「余ったシールは水切りネットと交換することを検討している。早期に決定し市民に周知

する（平成 25 年 3 月予算委員会 3 月 5 日議事録 22 ページ）」「予算も 35,000 枚分の 68,600 円

を確保している（同 27 ページ）」と説明がありました。しかし、その後は市民には何の説明もな

く、どうなっているのか不明です。色々なことが無計画に進められ過ぎではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～子どもの幸せが広がるまちへ～ 
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ゴミのシールが… 

 

136 万枚余る！？ 

 

 

目次 

Ｐ.２ 今年は羽衣保育所も羽衣幼稚園も… 

Ｐ.３ せせらぎ、ふたたび？ 

Ｐ.４ 債権の放棄に賛成しました 

 

「企業バスターミナルの移転計画を進める」と高石市 

 

地元羽衣の商店街や利用者である企業からも反対の声が多い「企業バスターミナルの移転計画」は 

なぜか引き続き進められています。羽衣駅西側にある企業バスターミナル。これを高師浜駅前に移転

させる、という計画です。しかし「高師浜駅のどのあたりに新しいバスターミナルを作るのですか」

と聞いても「土地は買うのですか、借りるのですか」と聞いても、答えは「未定です」。 

 

目的は「臨海企業従業員の利便性を図ること」とコンサルタント会社（346 万 5 千円で移転計画の策

定を委託）との契約書には書かれていますが、利便性が向上するとは到底考えらません。 

 

そもそもバスターミナルの移転はブランド戦略として計画されたもので、戦略全体で高師浜線の利用

者1日1,800人を1万人にするとの目標が掲げられています。この数値目標の設定に無理があります。

高師浜線の利用者増についてはもっと地元の意見も聞き、地元の力の活用を考え利用を呼び掛けるべ

きです。バスターミナルの移転計画推進は取りやめては如何か、と山敷は考えます。 
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このままでは羽衣保育所は 3 月で廃止・民営化！ 

めぐみ通信 Vol.６にも書きましたが、羽衣保育所廃止・民営化と羽衣幼稚園の廃園は、平成 24 年

5月 30日にたった 15分間の「高石市行財政改革推進本部会議」で決定されてしまいました。 

 

あまりにも突然の決定で、その後の保護者への説明も全く不十分で不誠実だったことから羽衣保育

所の保護者 77名（47世帯）が高石市に対して廃止の取り消しを求め裁判を起こしています（昨年

9月 10日提訴）。保育所の保護者は仕事もして家事もして、しかも 5歳以下の子どもの子育て中で

す。そんな中で提訴したのは、高石市が子どもの育ちのことを全く考えない強引なやり方で廃止・

民営化を進めることに納得できなかったのだと思います。 

 

裁判で執行停止が認められなければ 3月で廃止・民営化されてしまう羽衣保育所。 

保護者や子ども達の思いが裁判所に届くことを願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高石市立羽衣幼稚園は 3月末で廃園 
そして高石市立羽衣幼稚園も 3 月で廃園です。阪口伸六市長は昨年 3 月には高石幼稚園も廃園しまし

た。これで以前は各小学校区に１園、全部で７園あった高石市立幼稚園は 3 園（北・加茂・高陽）に

なってしまいます。 

 

羽衣幼稚園は羽衣小学校の敷地内という抜群の立地条件で、幼小一貫教育をしようと思えばすぐに出来

る環境でした。それが市のブランドにもなり得たのに、と残念でなりません。 

 

高石市は乳幼児に冷たい行政です。医療助成も近隣市の中では最低の小学校入学までしかありません。

堺市は中学校卒業まで、和泉市は小学校 3 年生まで、泉大津市も小学校 2 年生までです。子どもを大

切にしない市は子育て世代に見放されます。 

 

第 4次総合計画では人口 62000人を目指す、と言っているのに人口は減り続け現在 58,899人です

（1 月広報より）。都市間競争に負けているのが現状です。ブランド戦略などと言って税金を１５００

万円以上使って花火を上げることではなく、乳幼児医療助成を含む子育て施策の充実こそが求められて

いると何度も申し上げるのですが伝わらず、今年も 6月に花火を上げるようです。大変残念です。 

 

 

 

高石市、情報公開に関する裁判で敗訴 

公文書の情報公開請求を非公開とした高石市の決定をめぐり、不服とした市民の異議申し立てについて

高石市は約１年も対応せず、結局は開催すべき情報公開審査会を開かずに棄却しました。その棄却決定

の取り消しを求めた裁判で、高石市は敗訴したのです。市民から不服申し立てがあった場合、審査会に

諮問しなければならないことは条例で決まっています。それなのに第三者にあたる審査会に諮ることな

く不服申し立てを棄却した高石市の主張や判断は、裁判所から「独自の解釈で採用できない」「それ自

体失当」と厳しく断じられました。「条例の勝手な解釈」であり「道理に合わない」と言われたのです。

今の高石市の市政運営に公正さを欠く面があると警告されたような気がします。 
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せせらぎ、ふたたび？ 

１２月議会の補正予算で、南海中央線綾園地区（せせらぎの道を南進した道路）に自転車道を設計

するための委託料が３２０万円計上されていました。泉大津市からの道路が延伸され、今春にはつ

ながる予定ですが、泉大津市側は歩道を区切って自転車通行帯にする、ということですので高石市

も現在の広い歩道を区切ったらお金もかからず安全は確保できるのでは？と提案しました。 

 

しかし、高石市は植樹帯を一部分削って自転車道を造る、と譲りません。「まさか“せせらぎ”は

つくらないですよね」と確認しても「設計はこれからなので分かりません」との答弁。 

 

４ページに書いている通り高石市は今後莫大な借金を返し続けなければなりません。まだ新しい道

路や植樹帯を削り自転車道を造っている場合ではない、と補正予算に対して設計予算を削除する修

正案を出しましたが賛成少数で否決されてしまいました。 

 

そもそも“せせらぎ”は、スマートウェルネス計画（以下ＳＷＣ計画）の中で出てきたものです。

“せせらぎ”のある歩道を造ると市民が歩きたくなり、歩いて健康になり国民健康保険料が下がる、

というのがテーマのようです。 

 

しかし、お金が有り余っているならともかく今は借金で大変な時。“せせらぎ”がなくても歩けま

す。現在流れている加茂地区の“せせらぎ”をつくるだけで 7 千万円以上の税金が投入されてい

ます。水道水を流すので、水道代・電気代も掛かります。もうこれ以上のものは不要です。 

 

 

ＳＷＣ計画の大きな問題点がもうひとつあります。それは健康クラウドです。 

実は、平成 25 年 2 月 13 日に、高石市の健康保険に加入する 40 歳～74 歳の市民約 11,000

人分の「個人情報」（生年月・性別・小学校区、入院・通院、病名・診断年月、身長・体重・腹囲・

血圧・飲酒量、介護サービス年月・介護認定内容、医療保険資格取得年月日・喪失年月日など） 

が、市民にはほとんど何も知らされないままに「（株）つくばウェルネスリサーチ」の健康ク

ラウドに送られてしまったのです。 

 

現在、情報を送られてしまった市民のうちのお１人が「個人情報利用差し止め請求」をしておられ

ます。私もその請求の支援をしていますが、まだ結論は出ていません。個人情報を勝手に一企業に

送るというのは許されるものではありません。市は匿名化している、といいますが不十分です。 

 

さらにもう一点。ＳＷＣ計画の中の「健康教室」はコナミスポーツに委託されています。約８５０

万円で120人分の契約をしていますが実際には67人しか集まらず、当然金額も減額されている、

と思ったら、1教室あたりの人数を減らして満額支払った、と。普通のスポーツジムなら経費節減

のため絶対にそんな運営はしません。なぜ市民の税金を無駄遣いして平気なのか、と思います。 

 

 

 

さらに SWC計画では、７月６日に開通した道路（南海中央線）にせせらぎを造り、市民が歩

きたくなる→健康になる→国保給付費削減とうたわれています。せせらぎには水道水が流され、 
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高石市のような

白黒で 4ページ、

という議会だよ

りは見当たりま

せんでした。 

発行：山敷めぐみ 

事務所：高石市羽衣５－１４－１３ 

 ０７２－２６２－３９７９

yam4-meg3@ezweb.ne.jp 

http://yamashikimegumi.com/ 

 

 

 

 

WEBサイトもご覧ください 

http://yamashikimegumi.com/ 

 

 

 

クリア高石 第１０回議会報告会 を行います。 

２０１４年１月２５日（土） 

◆午前１０時～パンセ羽衣（羽衣公民館） 

◆午後 ２時～とろしプラザ（取石公民館） 

           

42 億 7 千万円の債権放棄に賛成しました 

 

広報 1月号にも掲載がありましたが、高石市には土地開発公社という第 3セクターがあります。それを

解散するために公社の所有している土地を市が買い戻します。でも公社が買った時には高かった土地も

値下がりが著しく莫大な差損が生じます（下の記事参照）。 

その債権 42 億 7 千万円を放棄する、という議案が 12 月議会に出されました。これは平成 25 年度まで

の国の支援措置があることによります。これにより今後は市の借金が増えます。これからは無駄な公共

事業は行えません。市民への丁寧な説明と謝罪を求めた上で議案には賛成しました。しかし、広報 1月

号の記事では説明不足ですし謝罪もありませんでした。またこの議案審議にあたって市が議会に提出し

た資料が不十分だったため、委員会冒頭で追加資料を要求しました。当初市長は「口頭で説明する」と

言って資料を出そうとしませんでしたが、委員全員から資料要求の発言があり、ようやく資料が出され

ました。こんな多額の債権放棄の議案にも関わらず、理解を得ようとする姿勢に欠け、責任ある説明を

するつもりはないようで残念でした。 

 

 

 

左は差損を生じさせる土地のひ

とつについての記事です。 

 

このように市民にとって大きな

損失を発生させているのですか

ら、本来の土地の取得目的であ

った「住民の集会施設の建設」

も念頭に置き、地域住民の意向

を十分に聴いて土地を有効に利

用すべきと考えます。 

 

地域住民にも議会にも説明責任

をきちんと果たす高石市であっ

てほしいと願います。 

平成 25年 4月 11日読売新聞朝刊より 

mailto:yam4-meg3@ezweb.ne.jp
http://yamashikimegumi.com/

